２１世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」研究集会　開催報告書

化学研究所　時任宣博

集会名：第８回ケイ素化学協会シンポジウム

場所：ホテル本能寺会館

日程：2003年10月17日（金）–18日（土）

主催：ケイ素化学協会

協賛：２１世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」、日本化学会、有機合成化学協会、近畿化学協会

講演者： Myong Euy Lee (Yonsei Univ.)、Jorge Cervantes (Univ. of Guanajuato)、 石川満夫（倉敷芸術科学大学）、今井高史（GE東芝シリコーン）、岩本武明（東北大院理）、潮　嘉人（東レ・ダウコーニング・シリコーン(株)）、川上雄資（北陸先端大）三治敬信（東工大資源研）関口　章（筑波大化）高原　淳（九大先導研・九大工学府）

参加者内訳：大学研究者約95名（うち京大約20名）、企業研究者約20名、大学院生約85名（うち京大約20名）

総参加者概数：200名

研究集会内容：

　ケイ素化学協会は、1996年6月、ケイ素化学の更なる発展のために、日本ケイ素光化学会と有機ケイ素関連材料化学協会が統一され、世界初のケイ素化学協会として発足した。「ケイ素化学協会シンポジウム」はケイ素化学協会が主催する唯一のシンポジウムとして、ケイ素化学に携わる全国の大学・企業の研究者や大学院生が毎年一堂に会し、それぞれの研究成果を発表し、また厳しく討論する場として、ケイ素化学協会発足当初から毎年行われている。本年度は，本２１世紀COEの招聘外国人研究員であるMyong Euy Lee教授 (Yonsei Univ.)が講演者として招待され，本２１世紀COEの協賛事業として行われた。

　シンポジウムでは、例年と同様に、第一線で活躍中の大学および企業の研究者を国内外から招待しての講演（国内大学研究者6名、国外大学研究者2名、国内企業研究者2名）に加えて、参加者によるポスター発表（約90件）が行われた。

　講演およびポスター発表では、新規な有機ケイ素化合物、ケイ素を含む金属錯体、含ケイ素クラスターなどの合成と性質の解明、ケイ素を用いた有機合成反応の開発、ポリシラン、シリコーンなどの機能性ケイ素材料の開発、含ケイ素化合物に関する理論計算など様々な分野の最新の研究成果が発表された。

　本年は「ポリシラン研究50周年記念」のシンポジウムであったこともあり、非常に活発な討論が行われた。また、休憩時間や懇親会においても活発に意見交換が行われた。本研究集会を通じて、当該研究分野における最新の研究成果について有意義な議論・意見交換が行なわれ、参加する研究者間の交流を深めることもできた。　

プログラム

10月17日（金）

11:30-12:50
受付

13:00-13:05
Opening Remarks　　　　

13:05-13:45
招待講演１

川上　雄資（北陸先端大）　

「光学活性化合物を用いるケイ素反応中心立体化学の解明」

13:45-14:25
招待講演２

Myong Euy Lee (Yonsei Univ.)

「Syntheses and Reactivities of Stable Halosilylenoids, (Tsi)X2SiM (Tsi = C(SiMe3)3, X = Br, Cl, M = Li, K)」

14:25-14:45
休憩

　　　　　　



14:45-15:10
受賞講演１（奨励賞）

岩本　武明（東北大院理）


「安定な共役ジシレンの合成、構造と性質」

15:10-15:35
受賞講演２（技術賞）

潮　嘉人（東レ・ダウコーニング・シリコーン(株)）　


「シリコーンエラストマーフィルム接着剤の開発」

15:35-16:15
招待講演３

Jorge Cervantes (Univ. of Guanajuato)


「Silicon Chemistry and Technology: Experiences in Building-up a Research 

Program」

16:45-18:45
ポスターセッション

19:00-21:00
夕食　　　　　　　　　

21:30-23:00
懇親会 (地酒party)　　　　　　

10月18日（土）


-08:00
朝食　　　　　　　　　　　

08:00-08:30　
ケイ素化学協会総会　　　

Special Session for the 50th Anniversary of Polysilane Chemistry

08:40-09:30　
特別講演

石川　満夫（倉敷芸術科学大学）


「シラシクロブテン類の合成と熱的性質」

09:30-09:55　
受賞講演３（奨励賞）

三治　敬信（東工大資源研）


「ポリシランの構造制御と機能開発」

09:55-10:20　
トピックス講演１

今井　高史（GE東芝シリコーン）


「シリコーン工業の現況と展望」

10:20-10:40　
休憩　　　　　　　　　

10:40-11:20　
招待講演４

関口　章（筑波大化）


「シリルトリック：ケイ素置換テトラヘドラン、高周期１４族元素


ラジカル及び関連化学」

11:20-11:45　
トピックス講演２

高原　淳（九大先導研・九大工学府）


「有機シランナノフィルムの表面機能特性の二次元制御」

11:45-12:00　
Closing Remarks 

ポスターセッション

（１０月１７日（金）１６：４５−１８：４５）

ポスターボードの大きさは横90 cm×縦180 cmです。

P1
ケイ素橋頭位化合物の合成に関する基礎研究


（埼玉大工）○相澤宏明、幡野 健、松岡浩司、照沼大陽

P2
1-メトキシアレニルシランとα-イミノエステルのエナンチオ選択的[2+2]付加環化反応


（学習院大理）○秋山隆彦、大道寺一憲、渕辺耕平

P3
フェニル置換1,3,5,7-テトラメチルシクロテトラシロキサンの合成と反応


（群馬大院工・CREST）○張勝和、海野雅史、松本英之

P4
アセチレンーオリゴシラン複合型高分子の合成と物性評価に関する研究


（埼玉大工）○江面佳代子、幡野　健、松岡浩司、照沼大陽

P5
テトラシリルジスタンネン及びそのアニオンラジカル


（筑波大化）○冨川友秀、Vladimir Ya. Lee、中本真晃、関口　章
P6
フェニル置換ケイ素化合物のイオンラジカルの光化学的生成


（群馬大工・東海大開発工）○古川恭也、堀内宏明、大場真、西山幸三郎、平塚浩士

P7
ケイ素およびゲルマニウムを環内にもつ環状π電子系化合物の合成とその性質


（阪府大院工）○橋爪祐樹、奥村康之、前多　肇、松村　昇、水野一彦

P8
メチルポリシルセスキオキサンの合成と性質


（東理大理工）○東川栄一、有光晃二、郡司天博、阿部芳首

P9
アゾベンゼン誘導体を側鎖に持つポリシランの光誘起分子内電子移動過程


（群馬大工）○堀内宏明、趙常礼、平塚浩士

P10
Pd錯体触媒を用いるアラインのビスシリル化反応


（広島大院工）○筏井淳内、吉田拡人、大下浄治、九内淳堯

P11
活性酸素種による有機ケイ素化合物の酸化（２）


（東海大開発工・産総研）〇今井隆史、大場　真、西山幸三郎、大内秋比古、安藤　亘

P12
シリル置換ジシレンアニオンラジカルの合成、構造及び反応性


（筑波大化）○井上茂義、一戸雅聡、関口　章

P13
2-シライミダゾリウムカチオンの性質


（京大化研）○石田真太郎、西長　亨、小松紘一

P14
ゲルマニウムビスホモ芳香族化合物の合成と反応


（筑波大化）○石田　豊 、関口　章

P15
5,12-ビス(ジイソプロピルシリル)ナフタセンの合成と物性


（群馬大院工・群馬大工）○石北義人、久新荘一郎、松本英之、堀内宏明、平塚浩士

P16
共役π配位子を有するルテニウムクラスターとヒドロシランを用いたビニルエーテルの重合反応の検討


（九大先導研）○糸永　力、松原公紀、永島英夫

P17
新規なトリアリールシリル基を用いたプロ-5-シラトランの合成


（東大院理）○岩永宏平、小林潤司 、川島隆幸

P18
ホウ素置換シリルアニオンの合成研究

（京大化研）○梶原隆史、武田亘弘、笹森貴裕、時任宣博

P19
14族元素を結合鎖にもつ[3.3]メタシクロファンの合成、構造、および光化学的性質


（阪府大院工）早水智生、○垣内直樹、前多　肇、水野一彦

P20
1,3-ジブロモシクロテトラシランを前駆体とする開殻化学種の合成


（群馬大院工）○川合宏子、上田好紀、久新荘一郎、松本英之

P21
インドールまたはベンゾチオフェンが縮環したシロール誘導体の合成と性質


（広島大院工・広島大総科）○木村恵輔、李　廣會、大下浄治、九内淳堯、功刀義人、山下和男

P22
新規な嵩高いトリアルキルシリル基の開発


（筑波大化）○金城　玲、一戸雅聡、関口　章

P23
アルキル置換基を有するシクロトリシロキサンの合成と反応


（群馬大院工・CREST）○岸本由紀子、海野雅史、松本英之

P24
ケイ素付加によるフラーレン内包金属の回転制御


（分子研・学芸大・筑波大TARAセ）○小林　郁、永瀬　茂、前田　優、若原孝次、赤阪　健

P25
Bowl型置換基を有する新規な含ケイ素環状化合物テトラチアシロランの合成と反応


（日本女子大理）〇小林　恵、竹中惠子、岡崎廉治

P26
シラトリアフルベンとアルカリ金属の反応


（東北大院理）○今　喜裕、坂本　健吉、吉良　満夫

P27
チタノシルセスキオキサンと関連化合物の触媒作用に関する分子軌道計算


（群馬大工・アイオワ州立大学）○工藤貴子、マーク・ゴードン

P28
アリール基を有する新規ラダーシロキサンの合成と構造


（群馬大院工・CREST）○栗原淳行、海野雅史、松本英之

P29
シリルおよびゲルミルボレートの光反応と熱反応


（学習院大理）○栗原真理、中村清香、渡辺佑樹、南条真佐人、持田邦夫

P30
2-シラピリジン誘導体の光化学的発生と構造


（理研PDC・東北大院理）○權　垠相, 坂本健吉

P31
ケイ素官能基をもつ芳香族炭化水素類の蛍光特性


（阪府大院工）○前田智広、前多　肇、水野一彦

P32
各種シリルエノールエーテルの合成とアルドール型反応


（東理大理工）○丸山昇吾、小澤幸三、長尾幸徳

P33
安定なジアルキルゲルミレンと14族金属塩化物との反応


（東北大院理）〇増田英紀、石田真太郎、岩本武明、吉良満夫

P34
ポリジヘキシルシランを含有する有機無機ハイブリッド薄膜の光学特性


（阪市工研・阪府大工）○松川公洋、松浦幸仁、丸崎将寛、内藤裕義、井上　弘

P35
シリル置換1,4-ジシラデュワーベンゼンの合成、構造、反応性


（筑波大化）○松本　剛、加部義夫、関口　章

P36
1,2,6-トリシラ-5-ゲルマベンズバレン誘導体の合成、構造及び異性化反応


（筑波大化）○松野忠宏、一戸雅聡、関口　章

P37
 2,6-ビス(トリメチルシリル)アリールチオラート配位子を用いた π−サンドイッチ型モリブデン(II)錯体


（分子研・名大院理・名大物質国際研）小室貴士、○松尾　司、川口博之、巽　和行

P38
ポリシラン／2-(メチルチオ)エチルメタクリレートブロック共重合体の合成とその金表面への化学吸着


（阪市工研）○松浦幸仁、松川公洋、井上　弘

P39
かさ高い置換基を有する1,6-ジシラヘキサペンタエンの合成研究

（京大化研）○水畑吉行、武田亘弘、笹森貴裕、時任宣博
P40
マンノース担持カルボシランデンドリマーの合成


（埼玉大工・医療機器センター）○森　知紀、幡野　健、松岡浩司、照沼大陽

P41
初めての安定な1,3-ジシラ-2-ガラタアレンの反応性


（筑波大化）○中田憲男、和泉里佳、Vladimir Ya. Lee、一戸雅聡、関口　章

P42
鉄上のシリル基がアシストするアセトニトリルのC–C開裂反応　─シリル基の役割─


（阪市大院理・広島大院理・名大人情）○中沢　浩、川崎貴史、三吉克彦、スレッシュ C. H.、古賀伸明
P43
1-アリール-2,3,5,6,7,8-ヘキサシラビシクロ[2.2.2]オクタンの合成と物性


（京大院工）清水正毅、○那谷雅則、渡辺孝太郎、檜山爲次郎

P44
シラペリサイクラインの部分的還元


（群馬大院工・CREST）○根岸敬介、齋藤　憲、海野雅史、松本英之

P45
かさ高いアミド基を有するシリリン架橋鉄三核錯体の合成


（群馬大工）○西田卓生、吉村　崇、廣津昌和、上野圭司

P46
ケイ素を結合鎖にもつスチルベノファンの合成とその光化学的性質


（阪府大院工）○西村弘一、早水智生、前多　肇、水野一彦

P47
シリル(シリレン)モリブデン錯体の合成


（群馬大工・東北大院理・放送大）○布川雄彦、伊東和重、廣津昌和、上野圭司、 荻野　博

P48
アレンのエナンチオ面選択的シリルホウ素化による光学活性β-ボリルアリルシランの合成


（京大院工・科技団さきがけ）杉野目道紀、○大村智通、三宅由寛、美谷真一郎、伊藤嘉彦、村上正浩

P49
スピロペンタシラジエンの合成と反応


（東北大院理）○大島澄美、岩本武明、甲千寿子、吉良満夫

P50
カルコゲナシラメタラシクロプロパンのカルコゲン−ケイ素結合へのケトン類の挿入：生成物におけるケトンの交換反応


（東北大院理）○岡田洋史、岡崎雅明、飛田博実

P51
Facile Higher Order Structure Control of Optically Active Poly(alkylphenyl)silylene Aggregates

（国際基督教大）〇Wenqing Peng、本永雅郎、Julian Koe

P52
14族元素−白金結合へのアルキン挿入反応


（阪市大院工・京大化研）○佐川貴志、小澤文幸

P53
ビ(1,1-スタンノール)の初めての合成とその物性


（埼玉大理）○斎藤雅一、芳賀隆太、吉岡道和

P54
Si2H2化学種と遷移金属錯体の相互作用に関する理論的研究


（京大院工）澤井則行、藤原雄介、蔵本有紀、中尾嘉秀、佐藤啓文、○榊　茂好

P55
アゾメチン系色素を配位子とするケイ素キレート錯体の結晶構造と物性


（東理大理工）○坂本有司、小澤幸三、長尾幸徳

P56
メチル基を有するラダーオリゴシルセスキオキサンの合成


（東理大理工）○佐藤正則、有光晃二、郡司天博、阿部芳首

P57
アリール置換ゲルミル亜鉛とその酸化反応


（学習院大理）○佐藤瑛久、小田崇、南条真佐人、持田邦夫
P58
1,2−ジアリールジシランσ−π共役系の光物性−立体配座相関


（京大化研）辻　勇人、○柴野佑紀、玉尾皓平

P59
[2-(SiH3)C6H4]2SiH2とM(Et2PCH2CH2PEt2)(PEt3)2 (M = Ni, Pd, Pt)との反応：溶液および結晶中での金属に依存した構造多様性


（産総研・東工大資源研・東大院工）○島田　茂、陳　万芝、田中正人、小林由佳、西郷和彦

P60
アリルシランを用いるシリカゲルの新規有機官能基化


（京大院理・奈良高専物質化工・豊田中研）○嶋田豊司、青木和子、篠田　陽、須田雅彦、中村友昭、徳永礼仁、稲垣伸二、林　民生

P61
三および四金属置換メタン合成のためのgem-シリルホウ素化：ボリル（ゲルミル）（シリル）（スタニル）メタンの初めての合成


（京大院工）清水正毅、倉橋拓也、北川浩隆、○下野勝弘、檜山爲次郎

P62
速度論的に安定化された含ケイ素芳香族化合物の反応性

（京大化研）○篠原朗大、武田亘弘、笹森貴裕、時任宣博
P63
新規なハロゲン置換ジシレン鉄錯体の合成、構造および異性化


（東北大院理）○鈴木克規、橋本久子、瀬高　渉、甲千寿子　吉良満夫

P64
安定なアリール置換シリルラジカルの合成


（筑波大化）○鈴木雅彦、中本真晃、関口　章

P65
かさ高い置換基を持つスズジアニオンの発生とその反応性

（京大化研）○田嶋智之、武田亘弘、笹森貴裕、時任宣博
P66
高周期14族元素と遷移金属の三重結合化合物に関する理論的研究


（分子研）◯高木　望、永瀬　茂

P67
初めての高周期シクロブタジエンジアニオン：合成、構造及び反応性


（筑波大化）○高梨和憲、松野忠宏、Vladimir Ya. Lee、一戸雅聡、関口　章

P68
シリコンカーバイト形成のためのヘキサメチルジシランイオンのフラグメンテーション機構の研究


（奈良女大理・産総研）○竹内孝江、白井裕子、松谷貴臣

P69
テトラヘドラニルリチウムを前駆体とする新規なテトラヘドラン誘導体の合成


（筑波大化）○田中正信、関口　章

P70
シラシクロプロペンの還元反応 −リチオシリレンの発生へむけて−


（筑波大化）○田中高志、一戸雅聡、関口　章

P71
環状テトラシロキシドを配位子とするチタン(IV)錯体の合成


（群馬大工）○樽野真輔、吉村　崇、廣津昌和、上野圭司

P72
クロロシランを用いる1,3-ブタジエン類の位置選択的シリル化反応


（阪大院工）◯寺尾　潤、尾田昭弘、神戸宣明

P73
オリゴシラン−ポルフィリン連結分子の合成と性質


（京大化研）○戸叶基樹、柴野佑紀、片岡　健、辻　勇人、玉尾皓平

P74
新規環状シロキサンおよび環状スタノキサンの合成とそれらのルイス酸触媒としての効果


（阪府大院工）○辻　康人、橋爪祐樹、前多　肇、松村　昇、水野一彦

P75
シラカリックス[4]キノンおよびシラカリックス[4]ヒドロキノンオクタメチルエーテルの合成および構造


（理研PDC・東北大院理）○筒井　忍、坂本健吉

P76
新規なトリシクロ[2.2.0.02.5]ヘキサシラン


（東北大院理・科技団さきがけ）岩本武明、○内山　馨、甲千寿子、吉良満夫

P77
６、７環式ラダーオリゴシランの合成、構造、性質


（群馬大院工）○上田好紀、田中陵二、久新荘一郎、松本英之

P78
C70の光化学的ビスシリル化


（筑波大TARAセ・電通大量子物質・分子研）○若原孝次、アミヌルラーマン、前田　優、加固昌寛、佐藤総一、赤阪　健、小林　郁、永瀬　茂

P79
速度論的に安定化されたゲルマンチオンの合成と反応


（日本女子大理）〇渡辺千恵子、竹中惠子、岡崎廉治

P80
糖鎖含有カルボシランデンドリマーの合成研究（IV）— ベロ毒素中和剤としての最適構造の探索 —

（埼玉大工・医療機器センター・国立国際医療センター・理研）○山田明宏、竹澤　豊、阿部展久、森　知紀、小山哲夫、幡野 健、松岡浩司、照沼大陽、日野久美子、西川喜代孝、名取泰博、江角保明
P81
配位不飽和なビス(シリレン)ルテニウム錯体の発生


（東北大院理）○山平直和、岡崎雅明、飛田博実

P82
カチオン性パラジウム触媒による,-diyne類の環化−ヒドロシリル化


（山口東理大）○山本經二、薗田佳也、若柳　茂、宇野敬則、内山純一

P83
 高周期13族典型元素ラジカルアニオンの合成


（筑波大化）○山崎智基、中本真晃、関口　章

P84
ダブルデッカー型フェニルシルセスキオキサン誘導体の合成とそのキャラクタリゼーション


（チッソ横浜研・群馬大院工）○吉田一浩、大熊康之、森本芳孝、大竹伸昌、渡辺健一、田中陵二、松本英之

P85
かご型パーフルオロアルキルシルセスキオキサン化合物の精密合成とそのキャラクタリゼーション


（チッソ横浜研・群馬大院工） ○伊藤賢哉、山廣幹夫、及川尚夫、大竹伸昌、渡辺健一、田中陵二、松本英之

P86
かご型フェニルシルセスキオキサン含有開始剤を用いた原子移動ラジカル重合


（チッソ横浜研・京大化研）○及川尚夫、山廣幹夫、吉田一浩、大竹伸昌、渡辺健一、大野工司、辻井敬亘、福田　猛

P87
新規なテトラフェニルポルフィリン−ケイ素錯体の合成と性質


（群馬大院工）○吉村公男、久新荘一郎、松本英之

P88
ケイ素を架橋原子とする三座アリールチオラート−鉄(II)錯体


（分子研）○結城雅弘、松尾　司、川口博之
写真
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